
類
し
、
更
に
職
國
檬
式
（
秦
様
式
）
を
巌
別
し
て
夫
々
の
「
型
」
を
抽
出
設
定
し

籍
た
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
学
者
は
「
こ
の
型
は
無
精
騨
の
も
の
で
あ
ら
う
か
。
さ
う
で
は
な

い
の
で
あ
る
」
と
雷
は
れ
る
。
さ
う
し
た
「
型
」
に
推
す
る
捜
術
酌
・
唯
物
酌

見
解
に
と
“
ま
る
こ
と
な
く
「
型
」
…
技
術
…
一
を
趨
え
た
藝
徳
意
欲
の
作
用
に

問
題
の
空
言
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
も
そ
こ
に
時
代
を
間
題
に
し
三

族
を
聞
題
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
著
者
長
葺
石
の
魯
か
れ
た
も
の
が
常
に
問

題
を
提
示
さ
れ
る
所
以
と
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
．

．
長
淵
賃
の
轡
か
れ
た
も
の
を
讃
む
と
支
那
考
古
學
に
關
心
を
竜
っ
て
み
る

者
に
は
深
い
反
省
が
輿
へ
ら
れ
る
。
支
那
考
古
學
は
歴
奥
考
古
墨
に
こ
そ
問

題
の
轟
が
落
す
る
こ
と
は
憾
言
で
き
よ
う
。
横
へ
の
…
畢
な
る
唯
物
的
な
霞

然
科
畢
的
な
鑓
が
り
を
響
け
て
支
那
精
紳
の
理
解
と
い
ふ
鮎
に
聞
題
を
深
く

掘
り
下
げ
よ
5
と
す
る
場
合
、
先
史
考
古
縢
に
は
底
の
見
え
た
限
界
の
存
す

る
こ
と
を
如
何
と
も
し
難
い
。
私
ほ
支
那
精
酵
の
深
い
理
解
を
悶
題
と
す
る

が
故
に
燧
史
考
古
學
に
こ
そ
聞
題
の
賃
…
鮎
が
存
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
し
み
じ

み
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
支
那
の
歴
史
考
古
畢
を
研
究
の
鋤
象
と
す
る
場
合
、
從
來
云
々
さ

れ
來
つ
た
文
獣
…
か
遺
物
か
は
長
廣
氏
の
書
か
れ
た
も
の
を
讃
む
度
に
私
は
い

つ
竜
さ
う
思
ふ
の
で
あ
る
が
眞
の
凋
題
で
は
な
く
な
っ
て
回
る
。
交
獄
成
立

の
背
後
に
あ
る
も
の
遺
物
成
立
の
背
後
に
あ
る
も
の
は
と
も
に
共
通
し
た
一

つ
の
世
界
を
臨
戦
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
ふ
こ
と
は
私
は
麦
那
の
歴

史
考
古
學
を
研
究
す
る
場
合
文
獄
か
遺
物
か
何
れ
か
に
編
す
る
に
ほ
、
支
那

古
代
世
界
は
あ
ま
り
に
も
宗
敏
的
で
あ
り
倫
理
駒
で
あ
り
象
徴
駒
で
あ
る
と

紹
　
介
・
奨
　
三

思
ふ
が
故
で
あ
る
。

　
著
者
は
本
鴬
に
於
い
て
ま
つ
帯
鉤
の
「
型
」
を
分
類
さ
れ
、
こ
の
分
類
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
實
燭
酌
で
な
い
竜
の
鼠
存
在
を
見
出
さ
れ
て
そ
の
襲
錨
意
匠

を
考
察
さ
れ
る
。
次
に
戯
土
地
の
判
明
し
た
も
の
に
よ
り
時
代
の
一
つ
の
基

漁
が
求
め
ら
れ
て
み
る
。
翼
に
痛
論
史
上
の
一
般
様
式
と
帯
鉤
の
關
係
が
蓮
’

べ
ら
れ
、
野
郎
が
周
漢
含
蓄
の
就
會
生
活
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
り
帯
鉤

の
交
化
史
酌
意
嚢
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
後
は
周
漢
美
術
の
背
景
と
し

て
吉
代
支
那
工
藝
精
瀞
…
抽
象
性
…
が
極
め
て
朋
快
に
結
輪
さ
れ
て
る
る
〇

　
一
二
工
藝
品
に
す
ぎ
な
い
幣
鉤
の
研
究
に
よ
り
ょ
く
岡
拙
悪
代
の
思
想
三

野
を
明
ら
か
に
し
、
ひ
い
て
は
支
那
工
藝
の
基
本
精
瀞
を
見
腐
さ
れ
ん
と
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
繋
鉤
の
形
式
分
類
か
ら

の
か
エ
る
深
い
泊
…
究
に
今
更
の
如
く
謬
錯
の
鋭
い
洞
察
と
難
か
な
教
養
と
深

い
畢
間
的
落
つ
き
と
を
羨
し
く
さ
へ
思
ふ
の
で
あ
る
。
（
澄
田
正
こ

（423）

彙

報

普
遽

特
命

昭
即
十
八
隼
十
月
吏
塗
家
講
義
題
饅

國

虹

鱒國農
家

思宝島
想

の概四
型

建叢論
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第
二
十
八
巷
　
第
閥
號

西愚息

鰻村顕

教助教
　教
授授：授

八
九
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肩

り
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彙
　
　
．
報

　
　
武
家
一
門
弟
樋
の
轡
泳
仙
侠

　
　
寮
串
良
時
代
の
丈
化

　
　
潔
…
町
時
焦
熱
の
政
治
及
び
融
帝
目

　
　
醐
解
外
史
の
轍
賄
問
題

　
　
近
世
の
恩
想

轡
謡
習
史
偏
執
史
の
研
究

演
習
　
口
濫
不
の
継
噛
濟
生
活
に
…
附
す
る
轍
臨
問
題

　
　
　
　
　
東
　
　
洋
　
　
隻

普
遜
京
洋
史
概
読
（
第
一
部
）

　
　
東
洋
史
概
論
（
第
二
部
〉

特
殊
　
口
授
時
代
に
於
け
る
地
方
行
政

　
　
南
宗
時
代
の
麺
貨
問
題

　
　
－
南
洋
纂
正
史

　
　
浦
鮮
上
代
の
丈
化

　
　
元
代
公
陣
旗
の
研
究

　
　
フ
フ
デ
プ
テ
レ
の
研
究

　
　
元
朝
砂
財
政
と
財
政
欧
策

講
讃
朱
輿
食
貨
志
講
讃

　
　
南
海
醗
係
史
籍
講
讃

演
習
　
級
磁
怯
錠
見
民
間
丈
鞭
伺
の
研
究

　
　
　
　
　
西
■
洋
　
　
更
r

普
遇
　
藤
洋
典
概
設
（
第
一
部
）

　
　
西
洋
史
概
説
（
第
二
部
）

藤東
伏
見

西藤吉柴魚
澄

那演宮愛石安梅縛宮i那富那

波村崎矯滋野原村崎波崎波

助
教
授
2

講
師
2

講
師
2

講
瀬
2

講
纈
（
2
0
）

助
・
教
授
－

教
授
2

教
授

助
教
操
教
授

助
教
畏

助
肥
車

敏
授

助
教
授

講
師
講
師

助
教
授

助
教
授

教
授

2222222222　0．　2

原
　
　
数
授
2

鈴
木
助
教
授
2

特
殊

講
讃
演
習

普
遇

普
通

特
殊

講
讃

演費
習習

特普
殊謹

　
　
第
二
十
八
釜
　
第
陽
號

昆
族
興
亡
史

ス
コ
ラ
學
及
び
ゴ
チ
馨
ク

ロ
ー
マ
帝
閣
と
基
督
教
と
の
闘
剛
係

帯
甲
政
鰯
糊
逸
の
｛
果
圃
政
策

麹
逸
更
黙
思
、
想

ア
サ
ス
｝
テ
レ
ス
政
漁
學

近
代
殿
湘
…
の
｛
果
協
力
…
選
禺

　
　
隻
畢
研
究
法

史
學
研
究
法

　
　
地
　
　
理
　
　
鑓
。
寧

地
理
學
通
論
（
第
一
部
）

地
理
學
癒
論
（
算
二
蔀
）

目
本
地
政
學

政
治
地
理

南
方
地
政
論

フ
ラ
ン
ス
地
理
謬
講
談

ド
イ
ソ
地
理
書
講
該

地
理
學
實
御

地
理
皿
｝
の
轍
凶
…
問
題

　
　
考
　
　
古
　
　
學

考
古
學
概
論
、
日
本
考
古
學

満
鮮
上
代
の
丈
化

・
叉
那
の
「
彫
㎝
円
山
贋
術

九
〇

原原井寧井鈴原

　　上山上木

．
原

灘
投
－

助
教
授
2

助
敏
授
2

講
師
2

助
教
授
2

教
授
2
．

講
授
2

教
授
1

小野熟議硝室小野バ・

牧磁器賀勲爵牧溝牲

教講輪講画影数教敏

授導師師師師授授授
　　　　　2211202222
　　　　）

水梅梅

野野原

講読敏

師授授

2　2　3
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演實講
習習讃

普
遽

國
隻

誘
臓
約
美
術

奈
良
時
代
の
丈
化

南
海
擬
係
累
鰭
講
譲

考
宵
二
野
頸

購
本
考
古
學
の
轍
順
閤
μ
題

・
　
　
臼
本
，
精
瀞
史

日
本
精
旧
史
概
設

武
　
士
　
甦
　
論

　
　
　
劉
　
　
科

同
本
四
艶
書
學

史
　
籔
　
講
　
談

口
本
赫
祇
史

舶
実
ほ
勘
麟
　
亜
細
…
亜
に
一
於
け
る
印
度
嶋
弐
術
の
位
置

梅梅田東村
　　　伏
原原村見m
数教助講講

授授蜂師師
2　2　2　2　2

西
　
田
　
教
授
　
2

高
　
山
　
助
教
授
　
2

上宮藤中

野地　村

講講講助
　　教師師師授
22012

昭
瀦
十
八
年
九
月
卒
業
者
更
學
科
卒
業
論
文
題
目

　
　
　
　
　
國
吏
奪
攻
　
＋
七
子

中
…
世
に
於
け
る
闘
［
筏
的
宮
聯
〃
の
閣
一
題

　
　
一
特
に
鎌
合
一
瞳
．
代
の
精
聯
基
盤
K
就
い
て
i

年
安
時
代
初
期
に
於
け
る
三
三
の
展
開
に
就
い
て

貰
無
精
憩
史
の
根
本
間
一
題
［
　
　
’

　
　
i
院
政
の
獲
生
K
つ
い
て
一

元
緑
歌
舞
伎
の
識
黄
口
史
的
智
景

近
世
に
於
け
る
口
無
轟
久
化
研
究
と
闘
｛
黒
申
の
精
瀞
嚇
傾

向近
世
初
期
に
於
け
る
思
想
展
開
と
儒
…
幅

出
縄
藤
儒
一
淵
…
の
農
政
一
触
心
湘
心
に
就
い
て

　
　
　
彙
　
　
　
，
報

熊踊梅岩石穐和
国馨漢ru州胸
　　正重邦太秩郵
郵夫昇郎等膏年

近
世
士
遺
設
序
説

水
一
戸
薄
を
轡
只
く
亀
の

徳
川
時
代
櫨
四
物
｝
學
の
獲
蓬
に
就
い
て

近
世
篇
髪
甲
焙
…
靹
摺
の
一
考
織
目

寅…

R
時
代
に
於
け
る
公
卿
の
學
酬
閻
と
思
瓢
ゆ

上
航
代
騨
舐
恩
想
の
㎜
考
察

町
　
人
倫
　
理

　
　
一
団
と
し
て
元
緑
享
保
時
代
の
上
方
町
人
に

　
　
就
い
て
一

陽
明
學
と
徳
捌
幕
府
封
建
鋼
度

徳
川
｛
不
感
川
に
於
け
る
ψ
問
…
葉
官
螢
路
繭
の
展
開

北
畠
　
親
　
房

　
　
　
　
　
東
洋
更
專
攻
＋
名

西
漢
の
官
吏
階
級

唐
代
の
土
地
問
題

金
代
一
物
力
銭
の
研
究
．

朗
末
清
初
に
於
け
る
準
臨
加
郡
の
興
起

王
充
の
田
園

　
　
i
後
漢
晶
溺
雫
代
に
一
於
け
る
生
活
の
原
理
に
っ

　
　
　
い
て
：

諮
累
尚
繭
丈
帝
甲
の
佛
月
賦
治
闘
囲
策
に
つ
い
て

太
準
天
囲
簿
納
日

日
朝
闘
部
に
於
け
る
伯
克
に
つ
い
て

抱
副
子
に
於
け
る
衛
の
思
想
と
そ
の
遁
激
的
…
進
展

明
代
土
地
問
題
の
展
関
…

　
　
！
一
一
脇
目
鞭
法
【
株
立
の
意
軸
義
に
つ
い
て
i
－

櫨
鳳
　
十
八
巻
　
第
隣
號

九
一

直長豊茶照佐
木虹ee谷中藤　

　
英

　
　
市

　
　
長

　
　
吉

木
孝
次
郎　一　雄　造　三夫

野
田
、
好
太
郎

宮編網

脇島蔀

儒雅玄

久藏省

山北維江
木村蹟幡幡

眞
一

武
　
瞬

敬

雄直隆郎清

丸眞藤波坪
　　　多
Ik能本野井

　駿勝善俊

齢彦次大孝

（　・225　）



彙

・
報

第
二
十
八
巻
　
、
第
燭
號

九
二

　
　
　
　
　
西
洋
楚
憲
攻
　
二
名

同
貞
の
轟
嵩
H
＜
の
外
｛
父
政
雄
単
に
就
い
て
、

十
九
番
紀
前
雫
に
於
け
る
欝
シ
ア
工
業

　
　
一
i
農
奴
〔
解
…
放
の
晶
擁
史
と
し
て
…

　
　
　
　
　
地
理
牛
虻
攻
　
八
名

ア
メ
可
力
大
陸
問
題
の
展
開

寅甲

k
亜
細
謹
の
地
政
墨
・
的
考
察

臼
黍
地
政
學
よ
り
見
た
る
講
米
の
性
格

　
　
一
鳳
綱
立
㎜
凹
題
を
中
心
と
し
て
…
…

パ
ソ
ス
チ
ナ
問
題
の
地
政
雄
・
的
考
察

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
践
族
の
生
戒

文
聖
上
よ
り
見
た
る
イ
ラ
ン
の
地
位

大
陵
邊
嶽
の
疑
晶
涙
政
櫨
凧

波
斯
濁
の
地
政
襲
的
考
察

　
　
　
　
　
蓼
寅
壌
募
攻
　
一
名

官圃

蝸
墲
ﾌ
触
三
物
…
古
柳
供
に
就
い
て

　
　
吏
．
學
研
究
ム
蟹

例
禽
　
　
題
套
輔
O

　
く
B
餐

一
、
所
謂
…
「
地
理
上
の
獲
見
」
の

　
　
歴
典
酌
意
義
K
つ
、
い
て

一
、
銅
鼓
考
　
　
教
授

川泉

上

達倭

雄雌i

船伴三曲／」・河jli大
　　　　　喜越　田藤油禽鰭島

謙　艮艦長喜二嚢
　　　　久策豊夫吉一男郎二

丁
　
口
　
隆
　
康

六
月
十
二
鐵
（
土
）
午
〃
㈱
一
時
よ
り
奥
藻
ゐ
科
錦
一
数
峯
に
於
て
左
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
部
講
師
　
斐
川
貞
次
郎
氏

　　

@　

@　

@　

@　

ｳ
、
雪
曇
頚
梅
原
退
治
氏
、

　
衝
珊
氏
講
演
は
本
號
鍋
載
論
丈
串
に
句
｝
ム
聴
せ
ら
れ
、
綴
原
乗
の
そ
れ
は
近

く
嚢
袈
豫
定
に
つ
量
、
と
電
に
要
旨
を
省
略
す
。
、
，

　
　
．
讃
　
　
史
　
　
禽
凶

例
禽
囎
　
六
鑓
十
六
揖
（
金
）
牟
－
後
六
時
雫
よ
り
樂
友
禽
械
館
携
π
六
號
室
に
於
て
関
四

　
催
・
駕
陵
教
授
、
藤
助
教
授
、
柴
韻
講
師
以
下
約
三
十
名
繊
席
し
、
左
記

　
の
漏
蝿
く
研
究
護
褒
が
あ
っ
て
九
時
雫
散
冠
し
た
Q

一
、
三
砒
託
寛
の
信
仰
に
就
い
て
　
　
助
　
手
　
内
．
藤
　
　

晃
三

一
、
武
家
儀
羅
と
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